
 

進路通信      令和７年 5月 27 日（火） 
 

 

 

美東中学校進路担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志望校はいつまでに決める？（進研ゼミ中学講座 高校入試情報サイトより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６号 

「浦添工業高等学校」 第 1回オープンキャンパス 
 

日 時：令和７年 6 月１８日（水）13：30（受付）～16：00 
 

対 象：中学 3年生 ・ 中学校職員  
 

場 所：沖縄県立浦添工業高等学校   
 

内 容：当日は 2 班に分けて見学を実施します。見学内容は下の内容を参照。 

学 科 内容 

情報技術科 ・3 年実習（マクロ ExcelVBA、画像編集 Photoshop） 

・2 年実習（プレゼンテーション作成検定試験 PowerPoint） 

建築科 ・3 年課題研究（木材加工、金属加工、模型、調査研究） 

インテリア科 ・1 年製図（手書き、CAD） 

デザイン科 ・2 年工業技術基礎（デッサン応用、写真応用、DTP） 

・2 年実習（窯業基礎、立体造形Ⅱ、スクリーン印刷基礎、映像表現基礎） 

調理科 ・3 年調理実習 
 

その他：（１）今回のオープンキャンパスは中学 3 年生対象の施設・授業見学です。 

    （２）当日は公共機関の利用をお願いします。 

    （３）当日は制服での参加をお願いします。 

    （４）７/23（水）第 2 回オープンキャンパス 

10/12（土）・13（日）10 時～14 時 も体験入学の予定があります。 

             

校内申込み〆切 6月 3日（火） 16:45 

 保護者の参加がないので 申込用紙（A）でお願いします。 

約半数の生徒が中 3の夏までに志望校を決めて

います。早めに目標が決まると、モチベーション

も上がりやすくなりますよ。 

教室にある「過去問集」などに 

県立高校の合格圏内 目安となる 

内申点や目標点があります。 

気になる高校は早めに調べておこう。 



高校選びのチェックポイント （参照 HP ： ベネッセ「高校の選び方」より ） 

 

校則にはどんなものがあるか 

髪型や服装などが校則で決められていることがあるのか？在学中に取得できる様々な資格等のために校則を厳し

く設定している高校もあります。校則を調べてみて、自分の納得できるものなのか確認しておこう。 

（※調理系の学科などは、衛生面の観点から化粧やネイルなどが禁止されていることもあります。） 

 

校風や、在校生の雰囲気をチェック 

入学後に自分自身が「なじむことができるか」を感じることが結構大切です。なので、実際に体験入学などに参加し

たり、学校行事を見学してみて、自分にしっくりくるか確認してみよう。 

 

学科やコース、どんな授業があるか 

自分の将来を考えて「こんな進路に進みたい」と決めているなら、それにふさわしいカリキュラムがあるのかどうか

はしっかり確認しよう。自分自身の人生に関わってくる問題なので、将来についてまだ考えていない場合も、その学

校のカリキュラムに興味が持てるかどうかを考えてみよう。 

 

進路・進学実績を忘れずに 

たとえば、卒業後大学進学を考えているのに、就職希望のほうが多い学校に行ってしまったとします。もちろん大学

進学は努力次第ですが、周りが進学を希望していないなかで、受験勉強を進めていくのは厳しくなります。大学受

験はただでさえハードなものです、モチベーションを保つのが大変。ときには孤独に感じることもあるかもしれない。 

だから、進学にしても就職にしても自分と同じように考える人が多い高校を選ぶほうがなにかとスムーズに進みま

す。それが見えるのが、進路状況や進学実績です。 

 

部活の状況 

「この部活に入りたいからこの学校にした」という先輩も少なくないと思います。その高校にしかなかったり、部活が

強豪だったりすると、高校選び＝その部活に入ることが目標になる場合が多くなります。部活は高校の醍醐味（だ

いごみ）と言っても過言ではないので、部活動の種類や内容はしっかり把握しておこう。 

一方で、高校の部活よりも先のことも同時に考えることを忘れないようにしましょう。部活さえ楽しければ、高校生活

は OKなのか？ 自分の将来は、高校卒業から先が本番です。高校の部活同様に重きを置いて考えよう。 

 

通いやすさも大切 

３年間その高校に通うのは、自分自身！「通いやすさ」は大切です。 

家からの近さや交通手段などを比較してみよう。遠いからだめではありません。遠くても自分自身が絶対に行きた

い理由があるなら問題なし！高校は出席日数（出席時数）が不足してしまうと、進級・卒業ができなくなります。冷静

に判断することも大切です。 

 

 

 

※ 中 1・中 2の早い段階から高校について調べておくと、3年生になってからのスタート

が楽ですよ。参考にしてくださいね。 


